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探探ししにに行行
ここうう��

キキララッッとと輝輝くく夏夏休休みみ

埋埋蔵蔵文文化化財財セセンンタターー

ワワククワワクク古古代代体体験験
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いい
よよ
いい
よよ
始始
まま
るる
、、
みみ
んん
なな

がが
待待
っっ
てて
たた
夏夏
休休
みみ
。。

いい
つつ
もも
よよ
りり
ちち
ょょ
っっ
とと
夜夜
ふふ

かか
しし
しし
てて
、、
一一
度度
星星
空空
をを
じじ
っっ

くく
りり
眺眺
めめ
てて
みみ
よよ
うう
よよ
。。

きき
っっ
とと
新新
しし
いい
発発
見見
がが
でで
きき

るる
よよ
。。

【
星
を
み
る
会
】

夏
の
大
三
角
を
中
心
に
月
や

木
星
・
夏
の
星
座
を
観
察
し
ま

す
（
申
込
不
要
）。

◇
と
き

７
月
２９
日
�

午

後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

※
雨
天
・
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
行
事
の
み
。

※
小
学
生
以
下
だ
け
で
は
参

加
で
き
ま
せ
ん
。

【
植
物
観
察
と
標
本
づ
く
り
】

植
物
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
や
採

集
の
方
法
を
楽
し
く
学
び
、
植

物
の
標
本
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
６
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午

◇
対
象
・
定
員

市
内
在
住
、

在
学
の
小
学
校
三
〜
六
年
生
・

二
十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

五
百
円

◇
申
込
期
限

７
月
２４
日
�

【
夏
休
み
星
空
た
ん
け
ん
隊
】

天
体
望
遠
鏡
の
使
い
方
を
学

び
、
星
空
を
実
際
に
観
察
し
ま

す
（
全
日
程
四
日
間
）。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
８
月

１９
日
�
、
２０
日
�

午
後
２
時

〜
４
時
�
ド
リ
ー
ム
２１

▽
２３

日
�
〜
２４
日
�
（
一
泊
二
日
）

�
奈
良
県
大
塔
村
星
の
く
に

※
２０
日
�
は
午
後
６
時
か
ら

ド
リ
ー
ム
２１
で
星
空
観
察
を
し

ま
す
。

◇
対
象
・
定
員

全
日
程
参

加
で
き
る
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
校
四
年
生
〜
中
学
生
・
二

十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

五
千
五
百
円

◇
申
込
期
限

８
月
２
日
�

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
行
事
名
、
住
所
、
氏
名
（
た

ん
け
ん
隊
は
性
別
も
）、学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

各
申
込
期
限
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７８
・
０
９
２
３
松
原
南
二
―

七
―
二
一

ド
リ
ー
ム
２１

０
７
２（
９
６
２
）０
２
１
１
、

�
０
７
２
（
９
６
２
）
０
８

１
０

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、

土
器
・
勾
玉
づ
く
り
や
火
お
こ

し
な
ど
、
古
代
の
生
活
を
体
験

学
習
で
き
ま
す
。
７
月
２１
日
�

か
ら
８
月
２５
日
�
ま
で
の
期
間
、

次
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

【
ド
キ
ド
キ
土
器
・
勾
玉
づ

く
り
】

勾
玉
や
土
器
、
古
代
の
音
色

を
奏
で
る
土
笛
な
ど
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
費
用

▽
土
器
・
土
笛
づ

く
り
�
四
十
円

▽
勾
玉
づ
く

り
�
五
十
五
円

※
希
望
者
は
、
８
月
２６
日
�

か
ら
９
月
１０
日
�
ま
で
館
内
で

展
示
し
ま
す
。

【
火
お
こ
し
選
手
権
】

木
を
こ
す
り
合
わ
せ
て
、
火

を
お
こ
す
「
舞
ぎ
り
法
」
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
中
に
一
番
早
く
火
お
こ
し

が
で
き
た
人
を
優
勝
者
と
し
ま

す
（
事
前
申
込
が
必
要
）。

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

０
７

２
（
９
８
３
）
２
３
４
０
、
�

０
７
２
（
９
８
２
）
９
４
１
１

７
月
２
日
に
行
わ
れ
た
市
長
選

挙
で
長
尾
淳
三
氏
が
当
選
し
ま
し

た
。ま

た
、同
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
で
は
岡
修
一
郎
氏

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

市 長 に 長 尾 淳 三 氏

ド
リ
ー
ム
２１

夏
の
体
験
教
室

選 ば れ ま し た

市
議
会
議
員
に
は

岡

修
一
郎
氏

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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投
票
で
き
る
方

昭
和
６１
年
８
月
７
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成

１８
年
４
月
２７
日
の
時
点
で
東
大

阪
市
内
に
住
所
が
あ
り
（
住
民

届
を
し
て
い
る
こ
と
）、引
き
続

き
住
ん
で
い
る
方
。

市
内
転
居
し
た
方

東
大
阪
市
内
間
で
住
所
を
変

え
た
方
の
う
ち
、
７
月
１４
日
ま

で
に
転
居
届
を
し
た
方
は
新
住

所
地
の
投
票
所
で
、
７
月
１８
日

以
後
の
方
は
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

東
大
阪
市
か
ら

府
内
へ
転
出
し
た
方

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
で
、
平
成
１８
年
４
月
６

日
以
降
に
東
大
阪
市
外
の
大
阪

府
内
に
住
所
を
移
動
さ
れ
た
方

は
、
前
住
所
の
東
大
阪
市
で
投

票
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
最
寄
り
の
市
区

町
村
ま
た
は
東
大
阪
市
が
発
行

す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

府
外
へ
転
出
し
た
方

東
大
阪
市
か
ら
他
府
県
に
転

出
し
た
時
点
で
、
投
票
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
入
場
整
理
券
に
表
示

さ
れ
て
い
る
投
票
所
と
周
辺
の

略
図
を
よ
く
確
か
め
、
間
違
え

な
い
よ
う
お
越
し
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
整
理
券
は
各
家

庭
に
郵
送
し
ま
す
が
、
届
か
な

か
っ
た
り
紛
失
し
た
り
し
た
場

合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
で
そ
の
旨
を
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
所
入
場
整
理
券

を
持
っ
て
こ
ら
れ
て
も
、
選
挙

人
名
簿
と
の
対
照
に
間
違
い
が

生
じ
な
い
よ
う
名
前
を
確
認
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
の
配
付

各
候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲

載
し
た
「
選
挙
公
報
」
を
、
８

月
５
日
ま
で
に
各
家
庭
に
配
付

し
ま
す
。
届
か
な
い
と
き
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
す
ぐ
に
お
届
け

し
ま
す
。
な
お
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
も
備
え
置
き
ま

す
。ま

た
、
目
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
「
点
字
版
選
挙
公
報
」

を
、
希
望
者
に
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
は
早
め
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

一
度
申
込
み
を
す
れ
ば
、今
後
、

選
挙
が
あ
る
た
び
に
送
付
し
ま

す
。

投
票
の
注
意

投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

投
票
用
紙
は
、
あ
さ
ぎ
色
の

用
紙
に
黒
色
文
字
と
な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の

氏
名
を
は
っ
き
り
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
氏
名
以
外
に
雑
事
や

記
号
な
ど
を
記
入
す
る
と
無
効

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
代
理
投
票
】

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、

自
筆
に
よ
る
投
票
が
困
難
な
方

は
「
代
理
投
票
」
が
で
き
ま
す

の
で
、
受
付
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
必
ず
守

ら
れ
ま
す
。

【
点
字
投
票
】

目
の
不
自
由
な
方
は
「
点
字

投
票
」
が
で
き
ま
す
の
で
、
受

付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
「
点
字
に
よ
る
候
補
者

名
簿
」
を
備
え
て
い
ま
す
。

【
手
話
通
訳
者
の
派
遣
】

投
票
日
に
投
票
所
に
お
い
て

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、
事

前
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
行
楽

な
ど
の
た
め
、
投
票
所
に
行
っ

て
投
票
で
き
な
い
方
は
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所
で
は
、住
所
、

氏
名
、
当
日
投
票
所
に
行
け
な

い
理
由
な
ど
を
記
入
す
る
だ
け

で
投
票
が
で
き
ま
す
（
印
鑑
は

不
要
）。届
い
て
い
れ
ば
入
場
整

理
券
を
持
っ
て
、
表
�
の
投
票

場
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
日
が
近
づ
く
と

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

指
定
病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票

表
�
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
ま
た
は
入
所
し
て

い
て
、
投
票
日
に
投
票
所
に
行

け
な
い
方
は
、
そ
の
施
設
内
で

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

市
外
の
施
設
で
も
指
定
施
設

で
あ
れ
ば
で
き
ま
す
の
で
、
施

設
ま
た
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
を
持
っ
て
お
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
限
り
、

「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
点
字
投

票
は
で
き
ま
せ
ん
）。

対
象
は
次
の
と
お
り

◇
身
体
障
害
者
手
帳

▽
両

下
肢
、
体
幹
の
障
害
も
し
く
は

移
動
機
能
の
障
害
の
程
度
が
一

級
・
二
級

▽
心
臓
、じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
一
級
・

三
級

▽
免
疫
の
障
害
の
程
度

が
一
〜
三
級

◇
戦
傷
病
者
手
帳

▽
両
下

肢
、
も
し
く
は
体
幹
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二
項

症
ま
で

▽
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
三
項
症
ま
で

◇
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

▽
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

五
前
も
っ
て
「
郵
便
投
票
証
明

書
」
の
交
付
が
必
要
と
な
る
た

め
、
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

や
有
効
期
限
が
切
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
期
限

は
、
８
月
２
日
�
の
午
後
５
時

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
筆
に
よ
る
投
票
が

困
難
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
届

け
出
た
選
挙
権
を
有
す
る
代
理

人
の
記
載
で
、
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
で
上
肢
ま
た
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
一
級
の
方
、

ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持

ち
で
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害

の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
二

項
症
ま
で
の
方
で
す
。

滞
在
地
で
の

不
在
者
投
票

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
場
合

は
、
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請

求
書
を
東
大
阪
市
選
挙
管
理
委

員
会
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
、

投
票
用
紙
を
滞
在
先
ま
で
郵
送

し
ま
す
。
最
寄
り
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
郵
送
で
の
や
り
取
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
請
求
は
早
め

に
お
願
い
し
ま
す
。

※
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請

求
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇

◇

各
投
票
所
の
案
内
地
図
な
ど

選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ
や
投

・
開
票
速
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
・
問
合
先

選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

０
６（
４
３

０
９
）
３
２
８
８
〜
９
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
９

８
月
６
日
は
、
大
阪
府
議
会

議
員
補
欠
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
い

か
す
た
め
に
も
、
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
を�
住

み
続
け
た
い
ま
ち
�
に
し
た

い
―
こ
れ
は
市
民
の
み
な
さ

ん
だ
れ
も
が
思
っ
て
い
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

市
内
に
は
「
地
域
の
モ
ノ

や
人
情
を
大
切
に
し
た
い
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広

げ
た
い
」「
美
し
い
ま
ち
を
つ

く
り
た
い
」
な
ど
の
思
い
を

も
ち
、
活
動
を
し
て
い
る
団

体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
創
意
あ
る
活
動
を
さ
ら

に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
団
体
を
募
集
し
、
助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
応
募
団
体
に
よ
る

活
動
内
容
の
発
表
と
審
査
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

７
月
２２
日
�

午
後
１
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

市
役
所
十
八

階
大
会
議
室

◇
問
合
先

ま
ち
づ
く
り

支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
３
５
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
２

期
間

７
月
２９
日
�
〜

８
月
５
日
�

７
月
３０
日
�
〜
８
月
５
日
�

※住んでいる市内の地域に関係な
く、どの投票場所でも投票できま
す。

場
所

東
大
阪
市
役
所

一
階
多
目
的
ホ

ー
ル
（
荒
本
駅

北
西
側
）

旭
町
庁
舎
三
階

会
議
室
（
瓢
�

山
駅
北
へ
七
百

�
）

文
化
会
館
一
階
中

公
民
館
会
議
室
一

（
若
江
岩
田
駅
北

東
へ
九
百
�
）

市
民
会
館
一

階
展
示
室

（
永
和
駅
南

東
側
）

時
間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

対
象
者

全
有
権
者

表� 不在者投票指定施設
玉 美 苑
長 田 の 里
な る か わ 苑
南 荘 の 郷
布 市 福 寿 苑
花 園 病 院
ビ オ ス の 丘
東 大 阪 生 協 病 院
東大阪養護老人ホーム
東 長 原 病 院
向 日 葵
枚 岡 の 里
枚 岡 病 院
福 寿 苑
ベ ル フ ラ ワ ー
牧 野 病 院
みと介護老人保健施設
み と 中 央 病 院
み の わ の 里
メ ル テ ル ホ ー ム
八 戸 の 里 病 院
山 路 病 院
レーベンズポルト
六 万 寺 園
ＹＭＣＡサンホーム
若 草 第 一 病 院
和 久 田 苑
渡 辺 病 院

（５０音順）

アーバンケア稲田
アーバンケア島之内
ア ミ ー ユ 新 石 切
アミーユ東大阪日下
ア ン パ ス 東 大 阪
イ ー ス タ ン ビ ラ
池 田 病 院
石 き り
石 切 生 喜 病 院
ヴ ァ ン ベ ー ル
ヴェルディ八戸ノ里
河 内 総 合 病 院
喜 馬 病 院
救護施設フローラ
ケアハウス喜里川
ケアハウス春光園
ケアハウスノーブル
ケアハウスひらおか
恵 生 会 病 院
鴻 の 里
小 阪 産 病 院
小 阪 病 院
阪 本 病 院
四 条 の 家
春 光 園
市 立 総 合 病 院
千 寿 園
竹 井 病 院
た ち ば な の 里

大
阪
府
議
会
議
員
補
欠
選
挙

投
票
時
間

午
前
７
時
〜

午
後
８
時

（
東
大
阪
市
選
挙
区
）

８８
月

６６
日
�

投
票
日

～�住み続けたいまち�をめざして～

地域まちづくり活動
発表と審査会

表� 期日前投票所

（２）第８６３号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年７月１５日
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平
成
１８
年
８
月
か
ら
、
老
人

保
健
対
象
者
お
よ
び
７０
歳
以
上

の
国
保
高
齢
受
給
者
の
う
ち
、

『
一
定
以
上
所
得
者
（
現
役
並

み
所
得
者
）』と『
低
所
得
者
Ｉ
』

に
該
当
す
る
方
の
判
定
基
準
が

次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

◇
判
定
基
準
（
�
�
内
は
変

更
前
）

▽
一
定
以
上
所
得
者
�
７０
歳

以
上
の
方
、
ま
た
は
老
人
保
健

対
象
者
の
課
税
所
得
（
各
種
控

除
後
）
が
百
四
十
五
万
円
以
上

で
、
老
人
単
身
世
帯
で
年
収
が

三
百
八
十
三
万
円
�
四
百
八
十

四
万
円
�
以
上
の
方
、
ま
た
は

老
人
複
数
世
帯
で
老
人
の
収
入

の
合
計
が
五
百
二
十
万
円
�
六

百
二
十
一
万
円
�
以
上
の
方
お

よ
び
同
一
世
帯
の
方

※
一
定
以
上
所
得
者
は
、
保

険
医
療
費
の
自
己
負
担
は
二
割

（
健
康
保
険
法
等
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
１８
年
１０
月
か
ら
は
三

割
）
で
す
。
た
だ
し
、
課
税
所

得
が
百
四
十
五
万
円
以
上
で
も
、

年
収
が
基
準
額
未
満
の
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
一
割
負
担
に
な
り

ま
す
。

▽
低
所
得
者
Ｉ
�
世
帯
全
員

（
老
人
保
健
は
、
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
の
世
帯
全
員
。
国

保
は
、
同
一
世
帯
の
世
帯
主
お

よ
び
国
保
の
被
保
険
者
全
員
）

が
市
民
税
非
課
税
で
あ
っ
て
、

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
全
員
の
各

所
得
（
特
別
控
除
前
）
が
い
ず

れ
も
０
円
と
な
る
方

※
老
人
単
身
世
帯
で
年
金
収

入
の
み
の
場
合
は
年
収
八
十
万

円
�
六
十
五
万
円
�
以
下
の
方

で
す
。

二
年
間
の
経
過
措
置

税
制
改
正
に
よ
り

所
得
区
分
が
上
が
る
方

税
制
改
正
に
よ
り
所
得
区
分

が
上
が
る
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
１８
年
８
月
か
ら
二
年
間
の
経

過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

【
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直

し
な
ど
に
伴
う
経
過
措
置
】

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
、

お
よ
び
老
年
者
控
除
の
廃
止
に

よ
り
、『
一
定
以
上
所
得
者
』
に

な
る
方
（
課
税
所
得
が
百
四
十

五
万
以
上
二
百
十
三
万
円
未
満
）

の
場
合
は
、
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度

額
を
『
一
般
』
と
し
て
適
用
し

ま
す
。

な
お
、
課
税
所
得
が
二
百
十

三
万
円
以
上
で
も
、
年
収
が
基

準
額
（
老
人
単
身
世
帯
で
三
百

八
十
三
万
円
以
上
四
百
八
十
四

万
円
未
満
、
老
人
複
数
世
帯
で

老
人
の
収
入
の
合
計
が
五
百
二

十
万
円
以
上
六
百
二
十
一
万
円

未
満
）
の
場
合
は
、
申
請
し
認

め
ら
れ
る
と
、
自
己
負
担
限
度

額
を
『
一
般
』
と
し
て
適
用
し

ま
す
。

【
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃

止
に
伴
う
経
過
措
置
】

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
は
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
が
対
象
で
、
交
付

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

に
よ
り
、
課
税
と
な
る
方
が
い

て
も
、
そ
の
方
以
外
の
世
帯
員

が
非
課
税
で
あ
る
場
合
、
そ
の

非
課
税
の
方
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の

自
己
負
担
限
度
額
お
よ
び
食
事

の
標
準
負
担
額
を
『
低
所
得
者

�
』
と
し
て
適
用
し
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

の
う
ち
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

は
『
低
所
得
者
�
』
を
適
用
し

ま
す
。◇

◇

◇
問
合
先

▽
老
人
保
健
の

医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

�
医
療
助
成
課
０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
６
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
０
５

▽
高

齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

�
国
民
健
康
保
険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１
６
８
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
７

保
険
料
の
納
期
限
は
、
毎
月

末
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

事
業
の
休
廃
業
や
失
業
な
ど

の
理
由
で
納
付
が
困
難
な
方
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
を
減
額
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
申
請

時
ま
で
の
保
険
料
を
完
納
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
）。７
月
３１
日

�
ま
で
に
国
保
保
険
料
課
ま
た

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

相
談
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
割
軽
減
の
対
象
と

な
る
の
は
、
国
保
加
入
者
の
平

成
１７
年
中
の
総
所
得
金
額
が「
三

十
三
万
円
＋
（
三
十
五
万
円
×

被
保
険
者
数
）
以
下
」
で
、
平

成
１８
年
中
の
所
得
も
大
幅
に
増

え
る
見
込
み
の
な
い
世
帯
で
す
。

申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、
保

険
料
の
う
ち
、
応
益
割
額
（
均

等
割
と
平
等
割
の
合
計
額
）
の

二
割
を
軽
減
し
ま
す
。

保
険
料
の
減
免
（
減
額
）
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
、
保
険
加

入
者
の
う
ち
１８
歳
以
上
の
方
全

員
が
前
年
中
所
得
の
申
告
を
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
基

準
に
あ
て
は
ま
る
方
で
平
成
１７

年
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

方
は
、
市
民
税
課
ま
た
は
国
保

保
険
料
課
に
所
得
の
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、平
成
１８
年
度
か
ら「
障

害
者
減
免
」
に
所
得
基
準
を
新

た
に
設
け
る
と
と
も
に
、「
ひ
と

り
親
家
庭
減
免
」
の
所
得
基
準

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

各
種
の
減
免（
減
額
）条
件
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
国
保
保
険

料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

出
張
納
付
相
談

保
険
料
決
定
通
知
書
（
納
付

書
）
な
ど
、
通
知
書
番
号
の
わ

か
る
も
の
を
持
っ
て
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
７
月

２７
日
�
�
四
条
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

▽
２８
日
�
�
布
施

駅
前
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☆
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時

来
年
１
月
に
通
知
し
ま
す

保
険
料
振
替
済
額

平
成
１８
年（
１
月
か
ら
３
月
、

６
月
か
ら
１２
月
の
合
計
）
の
保

険
料
の
口
座
振
替
済
額
と
全
期

前
納
振
替
済
額
の
通
知
は
、
来

年
１
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
一
年
間
の
保
険
料
の

納
付
額
は
、
所
得
申
告
の
と
き

に
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

入
院
時
の
食
事
負
担
額
減
額

認
定
証
は
、
国
保
に
加
入
し
て

い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

が
対
象
で
、
交
付
を
受
け
る
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。

現
在
お
持
ち
の
減
額
認
定
証

の
有
効
期
限
は
７
月
３１
日
�
で

す
。
今
年
度
も
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
期
限
ま
で
に
現

在
使
用
中
の
減
額
認
定
証
と
印

鑑
を
持
っ
て
、
国
保
管
理
課
ま

た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
九
十
日
を
越
え
る
入

院
の
と
き
は
、
入
院
日
数
の
わ

か
る
領
収
書
を
添
え
て
再
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。な
お
、

減
額
認
定
証
は
申
請
日
の
属
す

る
月
の
１
日
か
ら
の
適
用
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。医

療
費
通
知
を
送
付

７
月
末
ご
ろ
に
医
療
費
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
今
回
は
平
成

１８
年
２
月
と
３
月
の
診
療
（
請

求
）
分
で
す
。

医
療
費
通
知
は
被
保
険
者
の

み
な
さ
ん
に
医
療
費
の
実
情
を

理
解
し
て
も
ら
い
、
健
康
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
年
六
回
送
付
し
て
い

ま
す
。◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
て
い
る
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
で
、
社
会
福
祉

法
人
軽
減
制
度
を
実
施
し
て

い
る
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
さ
れ
る
場
合
、
定
率
負

担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

低
所
得
１
・

２
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、

障
害
者
お
よ
び
同
じ
世
帯
で

最
も
収
入
の
あ
る
方
の
収
入

・
預
貯
金
が
基
準
額
（
表
）

以
下
で
、
一
定
の
親
族
の
居

住
用
以
外
の
不
動
産
を
所
有

し
て
い
な
い
方

※
低
所
得
１
は
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
で
、
障
害
者
ま

た
は
障
害
児
の
保
護
者
の
収

入
が
年
八
十
万
円
以
下
の
世

帯
。低
所
得
２
は
、低
所
得
１

を
除
く
市
民
税
非
課
税
世
帯

◇
対
象
サ
ー
ビ
ス

制
度

実
施
事
業
所
に
よ
る
次
の
い

ず
れ
か
の
サ
ー
ビ
ス

▽
通

所
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス

▽
入
所
施
設

で
の
サ
ー
ビ
ス
（
二
十
歳
未

満
の
方
）

▽
居
宅
介
護
、

行
動
援
護

▽
外
出
介
護（
９

月
末
ま
で
）

◇
軽
減
額

▽
低
所
得
１

�
同
じ
月
内
で
一
事
業
所
の

利
用
者
負
担
が
七
千
五
百
円

を
超
え
る
額

▽
低
所
得
２

�
同
じ
く
一
万
二
千
三
百
円

（
通
所
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
七
千
五
百
円
）
を
超
え

る
額※

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居

者
は
対
象
外
。

※
複
数
の
事
業
所
を
利
用

す
る
場
合
は
、
軽
減
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
・
問
合
先

障
害

者
支
援
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
８
３
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
５

「
業
者
が
訪
問
し
『
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
た
』
と
言
っ
て
、
寝
室

や
台
所
に
取
り
付
け
た
」「
訪

問
販
売
で
緊
急
通
報
装
置
を

契
約
し
た
と
こ
ろ
、
勝
手
に

火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
た
」

と
い
っ
た
相
談
が
増
え
て
い

ま
す
。

消
防
法
や
条
例
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
１８
年
６
月
１
日

以
降
着
工
の
新
築
住
宅
の
寝

室
や
階
段
に
は
、
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の

住
宅
は
、
平
成
２３
年
５
月
３１

日
ま
で
に
設
置
す
る
よ
う
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

火
災
警
報
器
は
電
気
店
や

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
も
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。
購
入
す
る

と
き
は
、「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」（
鑑

定
マ
ー
ク
）
を
目
安
に
価
格

の
比
較
検
討
を
す
る
な
ど
、

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
訪
問
販
売
で
防
犯
警

報
装
置
や
火
災
警
報
器
を
契

約
し
た
場
合
は
、
契
約
書
面

を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ

・
オ
フ
（
無
条
件
解
約
）
が

で
き
ま
す
。

◇
問
合
先

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

０
７
２（
９
６
５
）

０
１
０
２
、
�
０
７
２
（
９

６
２
）
９
３
８
５

基準額

２人世帯

２００万円

４５０万円

※世帯人数が１人増えるごとに収入基準
額は５０万円、預貯金等額は１００万円増加

単身世帯

１５０万円

３５０万円

収入基準額（年額）

預貯金等額

老人保健対象者・国保高齢受給者

入
院
時
の
食
事
負
担
額

減
免
の
申
請
を
受
付

減
額
認
定
証
の
更
新
を

８月から判定基準を変更

―
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
負
担
額
―

国保
保険料

二
割
軽
減
と
減
免
の
申
請

―
７
月
３１
日
ま
で
に
―

�火災警報器の設置が
義務づけられた�って本当？

緊急度レベル★★★★☆

くくららししのの
緊緊急急情情報報

平成１８年７月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８６３号（３）
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りりりりりりりりりりりりりりりりりりり
ののののののののののののののののののの
街街街街街街街街街街街街街街街街街街街
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

花
と
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
運
動

市
民
や
事
業
者
の
方
が
自
主

的
に
「
花
づ
く
り
」
を
さ
れ
る

際
に
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
支

給
し
ま
す
。

対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
市
民
グ
ル
ー
プ
】

◇
対
象

ご
近
所
三
軒
以
上

で
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
花
を
自

宅
で
育
て
、
道
路
に
面
し
た
敷

地
内
に
飾
っ
て
い
た
だ
け
る
方

◇
支
給
内
容

プ
ラ
ン
タ
ー

（
長
方
形
型
ま
た
は
壁
掛
け

型
）、
用
土
、
花
の
種

※
プ
ラ
ン
タ
ー
は
一
軒
あ
た

り
五
個
ま
で
で
す
。

【
事
業
所
】

◇
対
象

道
路
に
面
し
た
所

で
、
花
を
育
て
管
理
し
て
い
た

だ
け
る
事
業
所

◇
支
給
内
容

環
境
に
や
さ

し
い
大
型
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー（
縦

九
十
一
�
�
、横
六
十
八
�
�
、

高
さ
五
十
六
�
�
）、
花
苗

※
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
は
五
個

ま
で
で
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

で
、
配
付
は
１０
月
上
旬
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
運
動
名
、
代
表
者
氏
名
（
事

業
者
の
場
合
は
事
務
所
名
と
担

当
者
名
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

参
加
世
帯
数
（
市
民
グ
ル
ー
プ

の
み
）、希
望
プ
ラ
ン
タ
ー
数
を

書
い
て
、
８
月
１８
日
�
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
郵
送

緑
化
樹
の
配
付
で
地
域
緑
化

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な
さ

ん
が
協
同
で
行
う
地
域
緑
化
な

ど
に
対
し
て
、
無
料
で
樹
木
を

配
付
し
ま
す
。

◇
樹
木
の
種
類

▽
ど
ん
ぐ

り
苗
木
（
高
さ
約
三
十
�
�
）

�
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
ア
ラ
カ

シ
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
、
マ
テ
バ
シ

イ

▽
低
木
（
高
さ
約
五
十
�

�
）
�
ア
オ
キ
、
ア
ジ
サ
イ
、

カ
ン
ツ
バ
キ
、
ク
チ
ナ
シ
、
サ

ツ
キ
、
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
、
ツ
ゲ
、

ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
、
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ

▽
高
木
（
高
さ
約
一
・
五
�
）

�
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
、
ウ
メ
、

ヤ
マ
モ
モ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、

コ
ブ
シ
、
サ
ザ
ン
カ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ハ
ク

モ
ク
レ
ン

※
樹
木
の
本
数
に
は
制
限
が

あ
り
ま
す
。

※
９
月
８
日
�
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
配
付
は
来
年
３
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

記
念
樹
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

結
婚
や
新
築
な
ど
の
記
念
に
、

み
ど
り
の
苗
木
（
三
十
�
�
〜

一
�
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
対
象

平
成
１７
年
９
月
１

日
か
ら
平
成
１８
年
８
月
３１
日
ま

で
の
間
に
、出
生
、入
学
（
小
・

中
学
校
）、
新
成
人
、
新
居（
転

入
、
転
居
、
新
築
、
増
改
築
）、

結
婚
、
銀
婚
、
金
婚
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
の
記
念
日
が
あ
る
方

◇
木
の
種
類

ク
ス
ノ
キ
、

ウ
メ
、
モ
ク
セ
イ
、
サ
ザ
ン
カ
、

ゲ
ッ
ケ
イ
ジ
ュ
、
ツ
ツ
ジ
、
コ

ブ
シ
、
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト
、

ク
チ
ナ
シ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

◇
配
付
本
数

一
世
帯
に
つ

き
一
本
（
出
生
、
入
学
、
新
成

人
は
一
人
一
本
）

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
記
念
日
の
種
別
、
記
念
日
、

住
所
、
対
象
者
氏
名
（
保
護
者

氏
名
）、
電
話
番
号
、
希
望
す
る

木
を
書
い
て
、
９
月
１５
日
�
ま

で
に
郵
送

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も
住
所
、

氏
名
を
記
入
。

※
往
復
ハ
ガ
キ
一
通
に
記
念

樹
一
本
と
し
、
１１
月
１２
日
�
に

市
役
所
庁
舎
で
配
付
し
ま
す
。

◇

◇

◇
応
募
・
申
請
・
問
合
先

〒
５７７
・
８
５
２
１

市
役
所
み

ど
り
対
策
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
２
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
６

み
ど
り
は
、
わ
た
し
た
ち
が
排
出
し
た
二

酸
化
炭
素
を
減
ら
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、

心
が
な
ご
み
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
力
を
も

っ
て
い
ま
す
。

み
ど
り
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
を
育
て

て
い
く
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
が
み
ど
り
を

守
り
、
大
切
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

さ
あ
、
あ
な
た
も
花
と
み
ど
り
で
い
っ
ぱ

い
の
生
活
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇◇
とと
きき
・・
内内
容容

▽▽
８８
月月
６６

日日
��
��
「「
ビビ
ーー
フフ
カカ
レレ
ーー
、、
なな

すす
とと
エエ
ビビ
そそ
ぼぼ
ろろ
のの
うう
まま
煮煮
、、

ババ
ナナ
ナナ
ジジ
ュュ
ーー
スス
」」

▽▽
１１２２
日日

��
��
「「
ハハ
ンン
ババ
ーー
ググ
、、
ゆゆ
でで
野野

菜菜
、、
豚豚
肉肉
のの
アア
スス
パパ
ララ
巻巻
きき
、、

スス
イイ
カカ
ジジ
ュュ
ーー
スス
」」

☆☆
いい
ずず
れれ
もも
午午
前前
１１００
時時
〜〜
午午

後後
２２
時時

◇◇
講講
師師

家家
事事
とと
しし
てて
のの
男男

のの
手手
料料
理理
研研
究究
家家

吉吉
田田
清清
彦彦

ささ
んん◇◇

対対
象象
・・
定定
員員

市市
内内
在在
住住

のの
小小
学学
生生
とと
男男
性性
のの
保保
護護
者者
・・

各各
十十
二二
組組
（（
抽抽
選選
））

◇◇
費費
用用

一一
組組
千千
五五
百百
円円
程程

度度
（（
子子
どど
もも
一一
人人
追追
加加
にに
つつ
きき

五五
百百
円円
程程
度度
））

※※
ふふ
きき
んん
二二
枚枚
以以
上上
、、
ビビ
ニニ

ーー
ルル
袋袋
、、
筆筆
記記
用用
具具
、、
包包
丁丁
、、

まま
なな
板板
をを
持持
参参
。。

◇◇
申申
込込
方方
法法

往往
復復
ハハ
ガガ
キキ

にに
行行
事事
名名
、、
参参
加加
希希
望望
日日
（（
いい

ずず
れれ
かか
一一
日日
））、、
受受
講講
動動
機機
、、
住住

所所
、、
氏氏
名名（（
保保
護護
者者
もも
））、、
年年
齢齢
、、

電電
話話
・・
フフ
ァァ
クク
スス
番番
号号
をを
書書
いい

てて
、、
７７
月月
２２３３
日日
��
（（
必必
着着
））
まま

でで
にに
郵郵
送送
（（
フフ
ァァ
クク
スス
、、
ＥＥ
メメ

ーー
ルル
でで
もも
可可
））

◇◇
とと
ここ
ろろ
・・
申申
込込
・・
問問
合合
先先

〒〒
５５７７８８
・・
００
９９
４４
１１
岩岩
田田
町町
四四
――

三三
――
二二
二二
――
六六
〇〇
〇〇

イイ
ココ
ーー

ララ
ムム
（（
男男
女女
共共
同同
参参
画画
セセ
ンン
タタ

ーー
））

００
７７
２２
（（
９９
６６
００
））
９９

２２
００
１１
、、
��
００
７７
２２（（
９９
６６
００
））

９９
２２
００
７７
、、
ＥＥ
メメ
ーー
ルルiikk

oo
rr

aa
mm
uu
@@
cc
iittyy
..hh
iigg
aa
ss
hh
iioo

ss
aa
kk
aa
..oo
ss
aa
kk
aa
..jjpp

市
で
は
、
楽
し
い
夏
休
み
に
ピ
ッ
タ
リ
の

催
し
を
、
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
参
加
で
き
る
教

室
も
盛
り
だ
く
さ
ん
�

こ
の
夏
は
、
家
族
と
、
友
達
と
、
す
て
き

な
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
。
み
ん
な
の
参
加
、

待
っ
て
る
よ
。

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー
を
焼
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
２１
日
�

午

前
１０
時
３０
分
か
ら

◇
講
師

洋
菓
子
店

森
宗

慶
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
四

年
生
〜
中
学
生
・
十
人（
抽
選
）

◇
費
用

三
百
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
７

月
２６
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵

送
◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７９
・
８
０
５
４
南
四
条
町
一

―
七

や
ま
な
み
プ
ラ
ザ
（
四

条
）

０
７
２（
９
８
８
）３
１

１
３
、
�
０
７
２
（
９
８
８
）

３
１
０
７

子
ど
も
映
画
会

◇
と
き

８
月
１９
日
�

午

後
１
時
〜
２
時
３０
分

◇
内
容

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ア
ニ
メ「
シ
ャ
ー
ク
・
テ
イ
ル
」

※
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。◇

と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

グ
リ
ー
ン
パ
ル
（
中
鴻
池
）

０
６（
６
７
４
７
）
１
５
９
２
、

�
０
６
（
６
７
４
４
）
２
７

４
８

夏
休
み
子
ど
も
大
会

◇
と
き

８
月
６
日
�

午

後
２
時
〜
４
時

◇
内
容

▽
ア
ニ
メ
映
画（
イ

ソ
ッ
プ
童
話
）
「
き
こ
り
と
ヘ

ル
メ
ス
」
ほ
か

▽
手
作
り
お

も
ち
ゃ
・
尾
舞
鳥
、
ケ
ー
ス
ホ

イ
ッ
ス
ル
、
大
型
風
車

◇
定
員

百
二
十
人
（
当
日

先
着
順
）

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

や
ま
な
み
プ
ラ
ザ
（
四
条
）

０
７
２（
９
８
８
）３
１
１
３
、

�
０
７
２
（
９
８
８
）
３
１

０
７

子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
ら
ん
ど

◇
と
き

８
月
２０
日
�

午

後
１
時
〜
３
時

◇
内
容

�
風
船
で
動
物
づ

く
り
（
ペ
ン
シ
ル
バ
ル
ー
ン
）

�
尾
舞
鳥
と
び
っ
く
り
蛇

�

折
り
紙

◇
定
員

各
四
十
人（
抽
選
）

※
園
児
は
保
護
者
同
伴
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学

年
、
参
加
し
た
い
体
験
の
番
号

（
第
一
か
ら
第
三
希
望
ま
で
）

を
書
い
て
、
８
月
１０
日
	
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送

※
一
人
一
体
験
の
み
。

※
お
手
玉
、
こ
ま
ま
わ
し
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
ヨ

ー
ヨ
ー
つ
り
な
ど
も
あ
り
。

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７９
・
８
０
０
３
日
下
町
三
―

一
―
七

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ（
日

下
）

０
７
２（
９
８
６
）９
２

８
４
、
�
０
７
２
（
９
８
６
）

９
２
９
３

親
子
も
の
づ
く
り

体
験
教
室

親
子
で


ボ
ク
サ
ー
ロ
ボ
ッ

ト
�
を
作
製
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
５
日
�

午

後
１
時
〜
５
時

◇
対
象
・
定
員

市
内
在
住

の
小
学
校
四
〜
六
年
生
と
そ
の

保
護
者
・
十
五
組
（
申
込
先
着

順
）◇

費
用

一
組
千
円

◇
申
込
方
法

７
月
１８
日
�

〜
２７
日
	
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
保
護
者
が
費
用
を
持
っ

て
直
接
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）◇

と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
７
８
５
）３
３
２
５
、

�
０
６（
６
７
８
５
）３
３
６
３

親
子
工
作
教
室

親
子
で
貯
金
箱
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２０
日
�

午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
定
員

二
十
組
（
抽
選
）

◇
費
用

三
百
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
、
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
・

年
齢（
保
護
者
も
）、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
８
月
５
日
�
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・
０
８
１
７
近
江
堂
三
―

一
二
―
一
五

は
す
の
広
場（
近

江
堂
）

０
６
（
６
７
３
０
）

０
８
４
０
、
�
０
６
（
６
７

３
０
）
５
７
２
３

空
箱
や
紙
き
れ
、
牛
乳
パ
ッ

ク
な
ど
が
、
お
も
ち
ゃ
や
飾
り

物
に
変
身
。
昔
な
つ
か
し
い
お

も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
５
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

◇
と
こ
ろ

鴨
高
田
神
社

◇
対
象

小
学
生

※
お
も
ち
ゃ
の
病
院
も
開
設
。

不
用
に
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
、

こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
持
参
す

る
と
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）

お
も
ち
ゃ
と
交
換
し
ま
す
。

◇
問
合
先

地
域
振
興
室
内

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ニ
ュ
ー
ス
の
会

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

６
１

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か

夏
休
み
の
催
し

【
親
子
で
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
ラ

ジ
オ
づ
く
り
】

電
池
が
な
い
の
に
、
不
思
議

に
も
自
分
で
作
っ
た
ラ
ジ
オ
か

ら
音
楽
が
流
れ
出
て
き
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２３
日
�

午

前
９
時
か
ら

◇
講
師

平
成
ラ
ヂ
オ
店

重
谷
博
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
・
二
十
組（
抽
選
）

◇
費
用

一
組
二
千
円

◇
申
込
方
法

７
月
１９
日
�

ま
で
に
電
話
で

【
親
子
ク
ッ
キ
ー
作
り
教
室
】

◇
と
き

７
月
２１
日
�
、
８

月
２５
日
�

午
後
２
時
か
ら

◇
対
象
・
定
員

子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
・
各
十
組（
抽
選
）

◇
費
用

一
組
八
百
円
（
飲

み
物
付
）

【
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
・
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
タ
】

◇
と
き
・
内
容

７
月
２９
日

�

▽
午
前
１０
時
か
ら
�
ア
ニ

メ
映
画「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」

▽
午
前
１１
時
か
ら
�
金
魚
す
く

い
・
ゲ
ー
ム
ほ
か
（
一
回
五
十

円
）

▽
午
後
１
時
か
ら
�
映

画
「
風
と
と
も
に
去
り
ぬ
」

▽
午
後
５
時
か
ら
�
四
十
年
代

貴
方
の
青
春
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
演
奏

▽
午
後
６
時

か
ら
�
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ（
焼

肉
、
エ
ビ
、
野
菜
ほ
か
ケ
ー
キ
、

飲
み
物
フ
リ
ー
）

※
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
は
大

人
三
千
五
百
円
、
高
校
生
・
中

学
生
千
八
百
円
、
小
学
生
以
下

九
百
円
必
要
（
前
日
ま
で
に
要

予
約
）。◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か

０
７
２（
９
８
２
）９
９
２
０
、

�
０
７
２
（
９
８
２
）
９
９

２
１

障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
た
め
の

夏
休
み
施
設
開
放

親
子
で
お
も
い
っ
き
り
身
体

を
動
か
し
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
１７
日
	
〜
２３

日
�
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

午
後
２
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

◇
対
象
・
定
員

市
内
在
住

の
障
害
の
あ
る
小
学
校
三
年
生

以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

・
各
日
十
組
（
抽
選
）

◇
費
用

一
日
二
百
円

◇
申
込
方
法

７
月
２８
日
�

ま
で
に
電
話
で

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

療
育
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７

８
３
）
１
４
２
５
、
�
０
６

（
６
７
８
３
）
６
１
０
５

大
阪
湾
の
美
し
い
風
景
を

見
な
が
ら

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
�

で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
。
楽
し
い

思
い
出
づ
く
り
に
、
さ
あ
出

航
�◇

と
き

８
月
２７
日
�（
雨

天
決
行
）

◇
集
合
場
所

大
阪
天
保

山
の
り
ば
（
地
下
鉄
中
央
線

「
大
阪
港
駅
」
下
車
、
徒
歩

約
五
分
）

◇
コ
ー
ス

天
保
山
（
午

前
１１
時
３０
分
出
航
予
定
）
―

神
戸
空
港
沖
―
関
西
国
際
空

港
沖
―
天
保
山
（
午
後
３
時

３０
分
帰
港
予
定
）

◇
対
象

市
内
在
住
の
小

・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

ま
た
は
日
常
組
織
活
動
を
し

て
い
る
小
・
中
学
生
の
団
体

※
幼
児
と
保
護
者
の
み
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
引

率
の
た
め
に
同
伴
が
必
要
な

場
合
は
、
幼
児
の
乗
船
が
で

き
ま
す
。

◇
定
員

千
四
百
人
（
抽

選
）◇

費
用

▽
高
校
生
以
上

�
千
五
百
円

▽
小
・
中
学

生
�
五
百
円

※
交
通
費
、
弁
当
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
船
内
に
屋
台

広
場
が
あ
り
ま
す
。

※
子
ど
も
に
は
、
参
加
記

念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
（
一
枚
に
五
人
ま
で
）
に

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏

名
、
学
年
（
団
体
申
込
は
団

体
名
、
代
表
者
名
、
大
人
、

子
ど
も
の
人
数
）を
書
い
て
、

７
月
２５
日
�
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送

※
返
信
ハ
ガ
キ
で
抽
選
結

果
を
通
知
し
、当
選
者
に
は
受

付
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
８
１
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
３
５

日
新
高
等
学
校
で
は
、
今

年
も
市
民
を
対
象
に
し
た
公

開
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

【
エ
ク
セ
ル
入
門
】

◇
と
き
・
定
員

▽
Ａ
コ

ー
ス
�
８
月
７
日
�
、
８
日

�

午
前
１０
時
〜
正
午
（
計

二
日
間
）
・
三
十
人

▽
Ｂ

コ
ー
ス
�
８
月
２４
日
	
、
２５

日
�

午
後
６
時
３０
分
〜
８

時
３０
分
（
計
二
日
間
）
・
二

十
人◇

内
容

デ
ー
タ
入
力
、

表
の
作
り
方
、
簡
単
な
計
算

な
ど◇

対
象

ワ
ー
プ
ロ
で
文

字
入
力
が
で
き
る
エ
ク
セ
ル

初
心
者

【
エ
コ
ロ
ジ
ー
入
門
〜
ふ

ろ
し
き
講
座
】

◇
と
き

８
月
２４
日
	
、

２５
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
（
一
日
コ
ー
ス
）

◇
内
容

ふ
ろ
し
き
の
包

み
方
な
ど

◇
定
員

各
十
人

※
ふ
ろ
し
き
を
持
参
。

【
一
日
茶
道
体
験
】

◇
と
き

７
月
２６
日
�
、

２７
日
	

午
前
１０
時
３０
〜
１１

時
３０
分
（
一
日
コ
ー
ス
）

◇
内
容

和
室
で
の
礼
法

や
、
お
茶
・
お
菓
子
の
い
た

だ
き
方
な
ど

◇
対
象
・
定
員

小
学
生

以
上
の
方
・
各
十
人

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
。

◇
費
用

二
百
円

【
初
歩
の
中
国
語
】

◇
と
き

７
月
２５
日
�
〜

３１
日
�

午
前
１０
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
計
五
日
間
）

◇
内
容

発
音
の
基
礎
か

ら
簡
単
な
会
話
ま
で

◇
対
象
・
定
員

初
心
者

・
十
五
人

【
ち
ょ
っ
と
イ
カ
し
た
中

国
語
】

◇
と
き

８
月
２８
日
�
〜

３１
日
	

午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分
（
計
四
日
間
）

◇
内
容

中
級
会
話
と
作

文
な
ど

◇
対
象
・
定
員

中
国
語

（
発
音
）
を
理
解
し
て
い
る

方
・
十
五
人

【
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
会
話
】

◇
と
き

８
月
１４
日
�
〜

１７
日
	

午
前
１０
時
〜
１１
時

（
計
四
日
間
）

◇
内
容

本
校
外
国
人
英

語
助
手
と
の
英
会
話
な
ど

◇
対
象
・
定
員

多
少
英

会
話
が
で
き
る
方
・
十
五
人

【
吹
奏
楽
を
楽
し
も
う
】

◇
と
き

８
月
６
日
�
、

２２
日
�
、
２４
日
	

午
前
１０

時
〜
正
午
（
計
三
日
間
）

◇
内
容

吹
奏
楽
部
生
徒

と
演
奏
を
楽
し
む

※
楽
器
は
貸
し
出
し
ま
す

の
で
、
希
望
楽
器
名
を
申
込

ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

◇

◇

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
。

※
料
金
表
示
の
な
い
も
の

は
無
料
で
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
（
日
程
・
コ
ー

ス
な
ど
）、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
７
月
２０

日
	
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７９
・
８
０
０
３
日
下

町
七
―
九
―
一
一

日
新
高

等
学
校
市
民
公
開
講
座
事
務

局

０
７
２（
９
８
５
）５
５

５
１
、
�
０
７
２（
９
８
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「
海
の
日
」
は
国
民
が
海

の
恩
恵
に
感
謝
し
、
海
に
対

す
る
認
識
を
深
め
、
海
を
大

切
に
す
る
心
を
育
む
た
め
、

国
民
の
祝
日
と
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

夏のワクワク体験�

緑緑陰陰工工作作教教室室

みんな
そろって

こ
ど
も
ふ
れ
あ
い

カ
ー
ニ
バ
ル

コツをつかんで、シェフの腕前�
夏休み父子チャレンジ

山の端市民公開講座

日新高等学校

昨年、花とみどりいっぱい運動に参加さ
れた中島さん宅（岩田町６）
玄関前に飾られた色彩やかな草花が、行
きかう人の心をなごませます。

（４）第８６３号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１８年７月１５日（５）
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個別健康教室
～生活の改善点を考えてみませんか～

【高血圧のための健康教室】
とき ８月中旬から計６回（日時は相

談） 内容 検尿、血圧測定など 対象
・定員 血圧の上が１４０～１６０、下が９０～
１００�Ｈｇの治療を受けていない４０～６５歳
の方・１０人（申込先着順）
【高脂血症のための健康教室】
とき ８月中旬から来年３月下旬まで

計８回（日時は相談） 内容 医師、栄
養士、運動指導員の講話と保健師による
個別相談 対象・定員 総コレステロー
ル値が２２０～２８０�／�で治療を受けてい
ない６５歳以下の方・３０人（申込先着順）

◇ ◇
申込方法 ７月２４日�の午前９時３０分

から電話で
■ところ・申込・問合先 西保健セン

ター

個別禁煙教室
～あなたもタバコから卒煙しませんか～

３か月間で５回程度の個別相談（呼気
中一酸化炭素・尿中ニコチン濃度測定な
ど）を行い、禁煙を支援します。 ※初
回相談は、参加者の都合の良い日に行い
ます。
■申込・問合先 東・中・西保健セン

ター

健康診査受診に必要です
東大阪市健康診査受診証

３０歳になった女性と４０歳になった男性
には「東大阪市健康診査受診証」を郵送
しています。医療機関で健康診査を受診
する際に必要となりますので、大切に保
管してください。
紛失などのため再交付を受けるには、

保健センターで健康保険証など本人であ
ることが確認できるものを提示してくだ
さい。
■問合先 健康づくり課 ０７２（９６０）

３８０２、�０７２（９６０）３８０９

親子ふれあいクッキング
～野菜バリバリ、元気っ子～

とき・ところ �７月２７日��西保健
センター �８月２日��東保健センタ
ー �３日��中保健センター ☆いず
れも午後１時～４時 内容 お話と調理
実習、ゲームなど 対象・定員 小学校
３～６年生とその保護者・１２組 費用
大人３５０円、子ども３００円 ※エプロン、
三角巾、手ふき、筆記用具を持参。
■申込・問合先 東・中・西保健セン

ター

健康トライ２１
ぬりえコンクール作品募集

小さいころから野菜に親しみをもって
もらい、食生活について関心を深めるた
め「楽しく食べよう、かしこく食べよう」
をテーマにぬりえコンクールを行います。
対象 ３歳～未就学児とその保護者 応
募期限 ９月８日	 ※優秀作品は健康
展会場で表彰し、展示します。
■応募用紙配布・応募・問合先 �東
・中・西保健センター �健康づくり課
０７２（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９

ノロウィルス感染症にご注意

ノロウィルスは感染力が強く、人から
人へ感染することが問題となり、昨年、こ
の季節に幼稚園や小学校、老人福祉施設な
どの集団生活の場で感染が多発しました。
感染した場合は、１日から２日後に突

然吐き気が起こり、嘔吐、下痢、発熱な
どの症状が現れます。通常２日から３日
で回復し、特に後遺症はありません。症
状が治まっても、糞便にノロウィルスが
排出されているので、トイレの後の手洗
いなどが不十分である場合、家族などに
二次感染するおそれがあります。次のこ
とに注意して感染防止に努めましょう。
�嘔吐や下痢など体調が悪いときは、で
きるだけ食品に直接触れない �帰宅時、
トイレの後、調理や食事前はしっかり手
洗いをする �嘔吐物や便を処理する場
合は、使い捨て手袋やマスクを着用し、
処理に使用した雑巾などはそのまま袋に
入れ廃棄する �消毒するときは塩素系
消毒剤を使用するか、熱湯消毒する ※
アルコールは効果がありません。
■問合先 �健康づくり課 ０７２（９６０）

３８０２、�０７２（９６０）３８０９ �食品衛生課
０７２（９６０）３８０３、�０７２（９６０）３８０７

地区健康相談

とき・ところ �７月２４日� 午後１
時３０分～３時�大蓮公民分館 �２６日�
午前１０時～１１時�ももの広場（楠根）（乳
幼児のみ） 対象・内容 �乳幼児�身
体計測、育児相談など �老成人�血圧
測定、検尿、健康相談など
■問合先 西保健センター

薬と健康の週間
ポスター原画と標語の募集

テーマ 「薬の正しい使い方」や「薬剤
師」をイメージしたもの 規格 �ポス
ター�４つ切またはＢ３サイズ �標語
�Ａ４サイズの紙に２０字以内 応募対象
府内の小学校３～６年生 応募方法 作
品の裏面右下に、学校の所在地、学校名、氏
名（ふりがなも）、連絡先を書いて、８月２０
日
（消印有効）までに郵送または直接（土
・日曜日、祝日を除く） ※応募作品は１人
１点で、未発表のものに限る。 ※ポス
ターと標語は別々に応募してください。
■応募先 〒５４０・００１９大阪市中央区和
泉町１―３―８ �大阪府薬剤師会「薬と健康
の週間」係 ０６（６９４７）５４８１
■問合先 環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、
�０７２（９６０）３８０７

マタニティのための歯科検診

歯科医師による検診と歯科衛生士によ
るアドバイスなどを行います。 とき
７月２０日� 午後１時３０分から（予約制）
対象 おおむね妊娠１６週以上の妊婦
■ところ・申込・問合先 西保健セン
ター

肺がん・結核エックス線検診

とき・ところ �８月２日� 午前９
時３０分～１０時３０分�中保健センター �
９日� 午前１０時～１１時、午後１時～２
時３０分�東保健センター 対象 �結核
検診�市内在住の１５歳以上の方 �肺が
ん検診�市内在住の４０歳以上の方
■申込・問合先 東・中保健センター

長瀬子育て支援センター

【水遊び】
ビニールプールなどで水遊びをします。
とき �午前＝７月１８日�、８月１日�、
３日�、８日�、１０日�、１７日�、２２日
� �午後＝７月１８日�、２８日	、８月
１日�、４日	、８日�、１１日	、２２日
� ☆午前は１０時～１１時、午後は１時３０
分～２時３０分 対象 就学前（０歳児は
座位できる）の子どもとその保護者 ※
保育所または幼稚園児の利用は不可。
※雨天・光化学スモッグ発令時は中止。

■ところ・問合先 長瀬子育て支援セ
ンター ０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

鴻池子育て支援センター

【水遊び】
とき・対象 ７月２６日～８月３０日の水
曜日（８月１６日は除く） �午前１０時～
１１時�１歳６か月以上 �午後１時３０分
～２時３０分�１歳６か月未満 ※保育所
または幼稚園児の利用は不可。 ※雨天
・光化学スモッグ発令時は中止。
■ところ・問合先 鴻池子育て支援セ

ンター ０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【保育つき子育て相談】
「子どもがいうことをきかないのでイ

ライラする」「言葉が遅い」など、子育て
に悩みや不安はつきものです。ぜひ一度
相談してみませんか。 とき ７月２４日
�、３１日� �午前１０時～１１時 �午後
１時３０分～２時３０分 �午後３時～４時
対象 就学前乳幼児の保護者 申込方法
７月１８日�の午前１０時３０分から電話で（申
込先着順） ※自由に遊べる「あいあい
広場」や未歩行児対象の「赤ちゃんタイ
ム」もあります。
■ところ・申込・問合先 荒本子育て
支援センター ０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）
２５９７

法 律
弁護士が相談に応じます。
※１週間前から電話で受付０６（４３０９）３１０４
【本庁市民相談室】
�月・水・金曜午後１時～４時、第２火曜午後５

時～８時（申込先着１６人）
※毎月第３木曜午後２時～３時３０分に「司法書士

による無料法律相談」（申込不要・先着８人）
【巡回法律相談・各行政サービスセンター】
�日下�奇数月の第１木曜 �四条�第１・３火

曜 �中鴻池�偶数月の第１木曜 �若江岩田駅前
�毎月第２・４火曜 �楠根�偶数月の第３木曜
�布施駅前�第２・４木曜 �近江堂�奇数月の第
３木曜 ※いずれも午後１時～４時（申込先着８人）
人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】
�荒本�第２火曜 ０６（６７８８）７４２４ �長瀬�第４

火曜 ０６（６７２０）１７０１ ※いずれも午後１時～４時で、
予約制

中 小 企 業
【中小企業振興会】
�ＩＳＯに関する相談�第４火曜 �店舗デザイ
ン相談�第４水曜 ※いずれも午後１時３０分～４時
で、予約制 ０６（４３０９）２３０１
パート・労働問題の相談
いずれも職業紹介・あっ旋は行いません。
【労働雇用政策室】
月～金曜午前９時～午後４時 ０６（４３０９）３１７９
【ユトリート東大阪】
月・水・金曜午前１０時～午後５時 ０６（６７２１）６０００
よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に応じます。
月～金曜午前９時～午後５時３０分 ０６（４３０９）３２７９
（社会教育課）
女性のための相談
【男女共同参画センター】
�面接相談（予約制）�火・水・土曜（５週目はなし）
午前１０時～正午、午後１時～４時、第４火曜午後６時
～９時 ０７２（９６０）９２０５ �電話相談�火～日曜午前
１０時～午後４時、金曜午後６時～９時 ０７２（９６０）９２０６
教育・子育て相談など
【教育相談・教育センター内】
月～金・第１土曜（１・５月は第２土曜）午前９
時～午後５時３０分で、予約制 ０６（６７２７）０１１３

【すこやかテレホン】
�月・火・木・金曜午後５時～８時 �日曜、祝
日午前９時～午後５時 ０６（６７２１）９１７４
【子どもの悩み相談室・電話相談】
月～土曜午前９時～午後５時１５分（土曜は正午ま

で）０６（６７８２）７８６７
【いじめ１１０番】
月～土曜午前９時～午後５時１５分（土曜は正午ま

で）０６（６７３２）０１１０
【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センター】
�来所相談�月曜（鴻池）、水曜（長瀬）、木曜（荒本）午
前９時３０分～午後４時（予約制） �電話相談�月～
土曜午前９時３０分～午後６時 ０６（６７４８）８２５２（鴻池）、
０６（６７２８）１８００（長瀬）、０６（６７８８）１０５５（荒本）
消 費 生 活
月～金曜午前９時３０分～午後５時（電話相談は午

後４時までで、来所時は事前に電話を） ０７２（９６５）
０１０２（消費生活センター）
交 通 事 故
月・火・水・金曜午前１０時～午後４時（予約制）

０６（４３０９）３２２３（交通対策室）
医 療
医療機関利用のための相談に応じます。
月～金曜午前１０時～午後４時 ０７２（９６０）３８０１（地域
健康企画課）

子育て支援センターの催し
※※車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい

※いずれも無料
※祝日・休日は行いません

（すこやかテレホンを除く）

定定 例例 相相 談談

保保健健所所・・セセンンタターーだだよよりり
東東��００７７２２（（９９８８２２））２２６６００３３ ��００７７２２（（９９８８６６））２２１１３３５５
中中��００７７２２（（９９６６５５））６６４４１１１１ ��００７７２２（（９９６６６６））６６５５２２７７
西西��００６６（（６６７７８８８８））００００８８５５ ��００６６（（６６７７８８８８））２２９９１１６６

※※車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい

差
別
は
人
が
つ
く
っ
た
も
の

あ
な
た
の
力
で

こ
わ
し
ま
せ
ん
か

小
学
校
六
年
生（
人
権
作
品
集
）

（６）第８６３号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年７月１５日
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商
業
施
設 

春宮いきいき 
広場 

府
立
中
央

府
立
中
央 

図
書
館

図
書
館 

春
宮
住
宅 

市役所 

国道308号 

入口 

春宮いきいき 
広場 

府
立
中
央 

図
書
館 

催 し 催 し 

まなぶ まなぶ 

相 談 相 談 

募 集 募 集 

その他 その他 

やまなみ音楽祭

フォーク、ゴスペル、コーラス、バン
ド演奏などの音楽祭です。ぜひ、お越し
ください。 とき ７月２３日� 午後１
時～４時 定員 １２０人（当日先着順）
■ところ・問合先 やまなみプラザ（四
条） ０７２（９８８）３１１３、�０７２（９８８）３１０７

ウィークエンドギャラリー

書道展を開催します。 とき ７月２９
日�～３１日� 午前９時～午後５時
■ところ・問合先 ゆうゆうプラザ（日
下） ０７２（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

森林ボランティア
育成入門講座

生駒山のふもとで、自然観察を通じて
森林のしくみを学び、森林管理に必要な
間伐や林内整備などの実習を体験してみ
ませんか。 とき ９月～来年２月の第
４日曜日（１２月は第３日曜日） 午前９
時４５分～午後３時（計６回） ※上石切
会館に集合。 対象・定員 全回参加で
きる１８歳以上の健康な方・３０人（申込先
着順） 費用 ６００円程度 申込方法 往
復ハガキに、講座名、住所、氏名、年齢、
電話番号を書いて、８月２５日�（消印有
効）までに郵送
■申込・問合先 〒５７７・８５２１市役所み
どり対策課 ０６（４３０９）３２２７、�０６（４３０９）
３８３６

応急手当普通救命講習会

心肺蘇生法や止血法、ＡＥＤ（自動体
外式除細動器）の使用方法などを学びま
す。 とき ８月１２日� 午後１時～４
時 申込期限 ８月５日� ※定員にな
り次第締め切ります。
■ところ・申込・問合先 中消防署

０７２（９６１）６１８１、�０７２（９６６）６４６５

手話体験教室

とき ８月１９日～９月１６日の毎週土曜
日 午後７時～８時４５分（計５日間）
ところ 盾津鴻池公民分館 講師 手話
サークル「陽だまり」 対象・定員 全
回受講可能な手話初心者・３０人（申込先
着順） 費用 １，０００円 申込方法 ７月
３１日�までに電話またはファクスで
■申込・問合先 市民福祉活動センタ
ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

パソコン教室

【ウィンドウズの苦手克服】
とき ８月２２日� 午後６時３０分～８

時３０分 講師 トリプランＰＣクラブ
対象・定員 高校生以上の初心者・１５人
（抽選） 費用 ８００円
【機械系３次元ＣＡＤ“ｔｈｉｎｋ

ｄｅｓｉｇｎ”体験】
とき ８月２５日� 午後５時３０分～８
時３０分 講師 ヒューマンエスコーラ
対象・定員 高校生以上の方・１２人（抽
選） 費用 ３００円
【インターネットの苦手克服】
とき ８月２９日� 午後６時３０分～８

時３０分 講師 ヒューマンエスコーラ
対象・定員 高校生以上の初心者・１５人
（抽選） 費用 ８００円

◇ ◇
申込方法 ハガキに教室名と日程、住
所、氏名、年齢、電話番号を書いて、７
月３０日�（必着）までに郵送（ファクス
でも可）
■ところ・申込・問合先 〒５７７・０８３２
長瀬町３―７―４０ 長瀬青少年センター ０６
（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

１級建築士による建築相談

とき ７月１８日� 午後１時～４時
ところ 市役所１階相談室 内容 建替
え、耐震、アスベスト、リフォーム、シ
ックハウス、欠陥住宅など
■問合先 ��大阪建築士事務所協会

第２支部 ０６（６７２１）９１４４ �指導監察
課 ０６（４３０９）３２４５、�０６（４３０９）３８３４

夜相撲参加者

市内でも約３０年前までさかんに行われ
ず も う

ていた夜相撲に参加してみませんか。
とき ８月１日�～１０日� 午後５時～
８時 ところ 市立相撲場（東大阪アリ
ーナ南側） 対象 保護者などによる送
迎が可能な市内在住、在学の小・中学生
（男女とも参加可） ※当日は運動でき
る服装で、まわしは貸し出します。 ※
練習は学年別取り組み。 申込方法 当
日までに電話で（何日でも参加可）
■申込・問合先 東大阪市相撲協会「安
田」 ０９０（７１１６）７４９３
■問合先 青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

敬老演芸フェスティバル出演者

カラオケや踊りなどを楽しみませんか。
とき ９月１０日� 午後１時～５時 対
象・定員 市内在住の６５歳以上の方・５０
人（抽選） 申込方法 往復ハガキに住
所、氏名（ふりがなも）、年齢、電話番号、
演目（カラオケ希望の方は、２曲分の曲
名と歌手名）を書いて、７月３１日�（必
着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７７・００５６
長堂１―８―３７ 夢広場（布施駅前）０６（６７８４）
２０１４（�兼用）

納期限は７月３１日
固定資産税・都市計画税第２期分

固定資産税・都市計画税第２期分の納
期限は７月３１日�です。納期限までに市
税取扱金融機関または郵便局で納めてく
ださい。また、口座振替利用者は、預金
残高を確認しましょう。
■問合先 納税課 ０６（４３０９）３１４７～

５３、�０６（４３０９）３８０８

８月中に現況届を
（特別）児童扶養手当

児童扶養手当・特別児童扶養手当を受
けている方は、８月中に現況届または所
得状況届を提出していただきます。対象
者には「お知らせ」を送りますので、必
ず届出をしてください。届出を忘れると、
８月以降の手当が受けられないだけでな
く、受給資格もなくなる場合があります。
なお、８月１日�までに「お知らせ」

が届かない場合は、連絡してください。
■問合先 国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、
�０６（４３０９）３８０５

中学校卒業程度認定試験

やむを得ない理由で義務教育を修了で
きなかった方を対象に、中学校卒業程度
の学力を認定する試験が実施されます。
合格した方は、高等学校の入学資格を得
ることができます。 願書受付期間 ８
月２５日�～９月１２日� 願書配布場所
大阪府教育委員会市町村教育室小中学校
課 ※文部科学省のホームページでも、
出願手続きができます。
■問合先 学事課 ０６（４３０９）３２７１、

�０６（４３０９）３８３８

インターハイ開催のため
アリーナを休館します

インターハイ・女子バスケットボール
競技と空手道競技の開催（８月２日	～
９日	）のため、準備を含めて８月１日
�から９日	まで東大阪アリーナの利用
ができません。なお、観覧希望の方は、混
雑が予想されるため公共交通機関でお越
しください。また、各会場への行き方を掲
載したマップを、東体育館、東大阪アリー
ナ、青少年スポーツ室で配布しています。
■問合先 青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

ゲートボールやパークゴルフなどの
スポーツが楽しめる、グラウンド「春
宮いきいき広場」が誕生しました。府
が所有する空き地を、多くの人の交流
の場にしてもらおうと、スポーツ広場
として開放されます。広場全体の広さ
は約２１，０００
です。

使用可能競技 グラウンドゴルフ、パ
ークゴルフ、ゲートボール 利用時間
午前９時～午後５時 ※年末年始は休
み。 対象 市内在住の方（団体登録
が必要）
■申込用紙配布・申込・問合先 Ｎ

ＰＯ法人いきいき意岐部 ０６（６７８１）
４６６７（�兼用）
■問合先 青少年スポーツ室 ０６

（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

９月から１２月までの教室の受講生を
募集します。
【書道教室】
とき 第１・３月曜日 午前９時～

１１時 講師 日本書芸院審査会員 大
原洋香さん 定員 ２０人 費用 月
１，０００円（教材費２，０００円）
【詩吟教室】
とき 第２・４火曜日 午後１時～

３時 講師 �関西吟詩総師範 西山
岳秀さん 定員 １０人 費用 ３，０００円
（教材費含む） ※筆記用具を持参。
【男の料理教室】
とき 第２・４火曜日 午後１時～

４時 講師 料理研究家 西川節子さ
ん 定員 １５人 費用 ８，０００円（材料
費含む） ※エプロン、手ふき、ふき
ん２枚を持参。
【歌謡教室】
とき 第２・４水曜日 午前９時３０

分～１１時３０分 講師 日本歌謡芸術研
究所師範 生田俊夫さん 定員 １５人

費用 ４，０００円（教材費除く） ※筆記
用具を持参。
【茶道教室】
とき 第１・３水曜日 午後１時～

２時３０分 講師 鷺森宗好さん 定員
１０人 費用 ８，０００円（教材費含む） ※
懐紙、楊子、扇子、帛沙、ソックスを持参。
【健康づくり体操教室】
とき 第１・３金曜日 午後３時～

４時３０分 講師 �生命の貯蓄体操普
及会 太田豊子さん 定員 ３０人 費
用 ３，０００円 ※バスタオル２枚を持参。

◇ ◇
対象 市内在住の成人（男の料理教

室は５０歳以上の男性） 申込方法 往
復ハガキに教室名、住所、氏名、年齢、
性別、電話番号を書いて、８月１０日�
（必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７９・

８００３日下町３―１―７ ゆうゆうプラザ（日
下） ０７２（９８６）９２８４、�０７２（９８６）
９２９３

健康づくりにスポーツを

ゆ う ゆ う 教 室

平成１８年７月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８６３号（７）
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第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
か
ら
六
十

一
年
目
の
夏
を
迎
え
ま
し
た
が
、
世

界
に
は
今
で
も
紛
争
の
絶
え
な
い
地

域
が
多
く
あ
り
ま
す
。

平
和
は
、
人
間
と
し
て
生
き
る
た

め
の
基
本
で
あ
り
、
全
世
界
共
通
の

願
い
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
に
戦

争
の
悲
惨
さ
、
平
和
と
生
命
、
人
権

の
尊
さ
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
て
い

た
だ
く
た
め
、「
平
和
の
つ
ど
い
」
を

開
催
し
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
（
入
場
無
料
）。

平
和
ア
ニ
メ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ア
ニ
メ
映
画
「
ガ
ラ
ス
の
う

さ
ぎ
」
を
上
映
し
ま
す
。

十
二
歳
の
少
女
・
敏
子
が
東

京
大
空
襲
の
体
験
を
通
し
て
、

戦
争
の
本
当
の
悲
惨
さ
や
恐
ろ

し
さ
を
知
り
、
そ
し
て
戦
後
の

混
乱
の
中
で
厳
し
い
生
活
を
生

き
抜
い
て
い
く
感
動
の
作
品
で

す
。◇

と
き

７
月
２７
日
�

午

前
１０
時
〜
１１
時
５０
分
、
午
後
１

時
〜
２
時
５０
分
（
二
回
上
映
）

※
開
場
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分

前
で
す
。

◇
と
こ
ろ

市
民
会
館
市
民

ホ
ー
ル

平
和
資
料
展

「
戦
争
の
犠
牲
に
な
っ
た
動

物
た
ち
展
」、「
平
和
を
願
う
世

界
の
子
ど
も
絵
画
展
」
や
、「
市

民
の
方
か
ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
パ
ネ
ル
」
の
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◇
と
き

８
月
８
日
�
〜
１３

日
�

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

（
１２
日
�
、
１３
日
�
は
午
後
５

時
ま
で
）

※
１０
日
�
は
休
館
。

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図
書

館原
爆
体
験
の
お
は
な
し

市
内
在
住
の
原
爆
被
害
者
に
、

当
時
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１２
日
�
、
１３

日
�

午
後
２
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

府
立
中
央
図
書

館
お
は
な
し
の
へ
や

◇

◇

◇
問
合
先

人
権
啓
発
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
６
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

２
３

夏
休
み
親
子

「
平
和
・
人
権
」の
つ
ど
い

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
に
よ
る

人
形
劇
を
公
演
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
４
日
�
、
５

日
�

▽
午
前
１０
時
〜
１１
時

▽
午
後
２
時
〜
３
時

◇
と
こ
ろ

ド
リ
ー
ム
２１

◇
内
容

「
で
ぶ
で
え
ん
と

の
っ
ぽ
お
ん
」「
だ
ぶ
だ
ぶ
仲
間

森
へ
い
く
」（
４
日
）
、
「
た
ま

ご
ま
ご
ま
ご
」「
ぶ
た
の
た
ね
」

（
５
日
）

◇
対
象
・
定
員

園
児
ま
た

は
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
・
百

八
十
九
人

※
ド
リ
ー
ム
２１
、
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
室
、
各
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
７
月
１８
日
�
か
ら

入
場
整
理
券
を
配
布
（
一
人
四

枚
ま
で
）。
人
形
劇
終
了
後
に
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ

ホ
ー
ル
、
常
設
展
示
室
の
い
ず

れ
か
に
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

◇
問
合
先

青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
２
８
２
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
５

７
月
は
「
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
」強
化
月
間
で
す
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
み
ん
な
で
人

権
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

◇
と
き

７
月
２５
日
�

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分
（
開

場
は
三
十
分
前
）

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

◇
内
容

講
演
「
大
人
と

子
ど
も
の
た
め
の
夢
の
探
し
方
」

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

江
川
紹
子

さ
ん
（
写
真
）

※
手
話
通
訳
あ
り
。

◇
定
員

二
百
四
十
人
（
当

日
先
着
順
）

※
入
場
無
料
。

◇
問
合
先

人
権
啓
発
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
６
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

２
３

女
性
を
取
り
巻
く
社
会
課

題
の
解
決
方
法
を
学
び
ま
す
。

◇
と
き
・
テ
ー
マ

▽
８

月
２６
日
�
�
こ
れ
か
ら
の
年

金
制
度
〜
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の

年
金
額
は
い
く
ら

▽
９
月

２
日
�
�
自
立
へ
の
み
ち
、

未
知
の
道
〜
団
塊
親
と
若
者

た
ち

▽
１６
日
�
�
子
育
て

介
護
に
明
け
暮
れ
て
、
気
づ

け
ば
孤
独
な
高
齢
者
…
？

▽
１０
月
７
日
�
�
グ
ル
ー
プ

で
育
む
、
自
己
発
信
・
自
己

ア
ピ
ー
ル
力

▽
２１
日
�
�

女
性
が
つ
く
る
未
来
に
む
け

て
〜
少
子
・
国
際
化
の
中
で

☆
い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分
（
９
月
２
日

は
午
前
１０
時
〜
正
午
）
で
計

五
日
間

◇
講
師

立
命
館
大
学
非

常
勤
講
師

伊
田
広
行
さ
ん

ほ
か◇

対
象
・
定
員

市
内
在

住
、
在
学
、
在
勤
の
女
性
・

二
十
五
人
（
抽
選
）

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前

幼
児
の
保
育
あ
り
（
一
人
二

百
円
で
要
予
約
・
定
員
八
人
）。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
受
講
動
機
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
番
号
、保
育
の
有
無（
必

要
な
場
合
は
子
ど
も
の
氏
名
、

生
年
月
日
も
）を
書
い
て
、８

月
１６
日
�（
必
着
）ま
で
に
郵

送（
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
可
）

女
性
の
た
め
の

就
業
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

働
い
て
い
る
方
、
学
生
、

再
就
職
や
起
業
し
た
い
方
な

ど
を
対
象
に
、
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
「
働
き
方
」
に
関
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。
仕
事
の

あ
っ
旋
は
し
ま
せ
ん
。

◇
と
き

８
月
１０
日
�
、

２４
日
�
、９
月
７
日
�
、２１
日

�
、
１０
月
１２
日
�
、
２６
日
�

※
面
談
（
四
十
分
）
は
午

後
４
時
〜
６
時
２０
分
で
、
適

性
検
査
（
三
十
分
）
は
希
望

者
の
み
面
談
の
前
に
実
施
。

◇
定
員

各
日
三
人
（
申

込
先
着
順
）

※
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前

幼
児
の
保
育
あ
り
（
一
人
二

百
円
で
、
相
談
日
の
一
週
間

前
ま
で
に
要
予
約
）。

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７８
・
０
９
４
１
岩
田

町
四
―
三
―
二
二
―
六
〇
〇

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２

（
９
６
０
）
９
２
０
１
、

�
０
７
２
（
９
６
０
）
９
２

０
７
、
Ｅ
メ
ー
ルik

ora
m
u@
city.h

igash
io

sak
a.osak

a.jp

関
西
美
術
院
で
学
ん
だ
の

ち
渡
仏
し
、
帰
国
後
、
多
彩

な
油
絵
を
発
表
し
た
川
端
彌

之
助
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

昭
和
５６
年
に
逝
去
す
る
ま
で

の
数
々
の
優
れ
た
作
品
の
ほ

か
、
同
氏
の
表
現
を
引
き
継

ぐ
伊
庭
新
太
郎
氏
な
ど
の
作

品
約
六
十
点
を
紹
介
し
ま

す
。◇

と
き

８
月
２
日
�
〜

２７
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後

５
時
（
金
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で
）

※
月
曜
日
は
休
館
。

◇
入
場
料

▽
高
校
生
以

上
�
三
百
円

▽
中
学
生
以

下
、
６５
歳
以
上
の
方
、
障
害

者
手
帳
な
ど
を
持
参
の
方
�

無
料【

記
念
座
談
会
】

京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授

の
榊
原
吉
郎
さ
ん
、
京
都
嵯

峨
芸
術
大
学
教
授
の
泉
地
保

雄
さ
ん
、伊
庭
新
太
郎
さ
ん
、

木
村
昭
三
さ
ん
が
、川
端
彌
之

助
の
思
い
出
を
語
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
６
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

◇
定
員

八
十
人（
抽
選
）

※
入
場
料
が
必
要
で
す
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
講
演
名
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

７
月
２２
日
�
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７８
・
０
９
２
４
吉
田

六
―
七
―
二
二

市
民
美
術

セ
ン
タ
ー

０
７
２
（
９
６

４
）
１
３
１
３
、
�
０
７
２

（
９
６
４
）
１
５
９
６

楽楽 器器 をを 弾弾 くく 男男

２２００００６６年年 東東大大阪阪市市平平和和ののつつどどいいをを開開催催

市民美術センター特別展示

川端彌之助を巡る人々
～師風の継承と変化～

中学校２年生（人権作品集）

人権尊重のまちづくりへ

講演「大人と子どものための
夢の探し方」

セ
ミ
ナ
ー
イ
コ
ー
ラ
ム
秋
講
座

あ
な
た
の
潜
在
能
力
と

可
能
性
を
引
き
出
そ
う

いいつつままででもも平平和和ででああるるここととをを願願っってて

（８）第８６３号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年７月１５日


